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好調なスタートとなった
中期経営計画2023の初年度に
過去最高益を達成

代表取締役社長

藤本 昌義

株主の皆さまには日頃より格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
「 中 期 経 営 計 画2023 ～Start of the Next 

Decade～」の初年度となる2022年3月期は、新型
コロナウイルス感染症が拡大と収束を繰り返し、期
末にはロシアのウクライナ侵攻が始まるなど、不確
実性の高い1年となりました。

このようななか、当社グループでは、石炭価格の
上昇により、金属・資源・リサイクル本部が大幅に増
収増益となりました。また、メタノール価格の上昇や
合成樹脂取引の増加による化学本部の業績や、海
外での販売台数増加による自動車本部の業績が好
調に推移しました。これらの結果、連結当期純利益

（当社株主帰属）は、前期比553億円増益の823億円
となり、双日が発足して以来の最高益を達成しま
した。基礎的営業キャッシュ・フローは前期比685
億円増加の1,287億円と、キャッシュを伴う利益を
着実に創出しています。

利益分配につきましては、安定的かつ継続的に
配当を行うとともに、内部留保の拡充と有効活用に
よって企業競争力と株主価値を向上させるという
基本方針のもと、連結配当性向30％程度を基本と
しています。中期経営計画2023からは、下限配当と
して、PBR１倍に至るまでは時価ベースのDOE4％を
設定しました。2022年3月期の期末配当は1株あ
たり61円、年間配当は前期比56円増配の106円、
連結配当性向は30.1%となりました。2023年3月
期は年間112円（中間・期末56円ずつ）の配当を
予定しております。
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2022年3月期にスタートした「中期経営計画2023」
では、3ヵ年で非財務も含め3,300億円の投資を計画
しましたが、そのうち初年度で成長戦略と定めた領域を
中心に1,500億円の投資を実行しました。具体的には、
豪州太陽光発電事業や米国省エネルギーサービス事業、
アフリカガス小売事業などのインフラ・ヘルスケア領域、
水産食品加工会社や（株）JALUXへの公開買付などの
リテール領域です。

また、新規投資だけでなく、化石燃料など将来の座礁
資産化を回避するための手当や、継続的な資産入替のほ
か、既存ビジネスの変革に向けた事業ポートフォリオの見
直しも実行しています。

他方、非財務の取り組みにも力を入れており、価値創造
の源泉は人材であるという考え方のもと、人的資本経営
においては、データを活用しKPIを使ったマネジメント
にシフトしています。DX推進の取り組みにおいても、
2021年4月に社長を委員長とするDX推進委員会を設置
し、DX実装の最高責任者であるCDOを社外より招聘す
るなど、体制整備や人材育成といった土台づくりを進め
ており、今後、具体的な個別実装による事業変革・創出を
実現していきます。

長期ビジョン「サステナビリティ チャレンジ」で目標に

掲げた脱炭素社会の実現に向け、気候変動対応の取り組
みも着実に進めています。

この１年を振り返れば、「中期経営計画2023」初年度と
して良いスタートが切れましたが、2年目、3年目とさらに
成長していくために、やるべきことはまだまだあると考えて
います。持続的に稼ぎ続けるための新規投資の継続と
着実な収益獲得、既存事業の変革といった取り組みを
確りとやり切る所存です。

当社を取り巻く事業環境はここ数年で大きく変わり、今
後も著しい変化が続くと認識しております。難しい局面で
はありますが、引き続き2030年における目指す姿「事業
や人材を創造し続ける総合商社」に向けて、「マーケットイ
ンの徹底」、「社内外での共創と共有の実践」、「スピードの
追求」を実行することにより競争優位の獲得と事業の成
長を追求していきます。併せて、その実現に向け、必要と
なる組織や人材の変革に取り組み、持続的な価値創造を
実践してまいります。株主の皆さまにおかれましては、引
き続きご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

当期純利益の実績と見通し 21年3月期
実績

22年3月期
実績

前期比
増減

23年3月期
期初見通し

当期純利益
（単位：億円） 270 823 +553 850

（当社過去最高益）

新たな価値創造に向けて
財務・非財務両面で
取り組みを加速する

「第1回日経統合報告書アワード」
グランプリを受賞しました

日本経済新聞社主催の「第1回日経
統合報告書アワード2021」において、
財務・非財務情報の両面から成長戦略
やESG情報を分かりやすく伝えている
点が評価され、当社の「統合報告書
2021」がグランプリを受賞しました。

https://www.sojitz.com/jp/ir/reports/annual/

双日　統合報告書 検索
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